
集団づくり及び総合的な学習の時間の場としての修学旅行の在り方 

 
～ 中学校３か年の旅行・集団宿泊的行事の実践的取り組みを通して ～ 
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１ はじめに 

 
 
２ 研究の実践 

 ⑴ 東京ディズニーランド校外学習（１年）での実践（平成１２年度） 
  ア 東京ディズニーランドを活動場所とした理由 
  イ 東京ディズニーランド校外学習のねらい 
  ウ 東京ディズニーランド校外学習の活動の流れ 
 
 ⑵ 船中泊を伴う自然教室（２年）での実践（平成１３年度） 
  ア 船中泊を伴う自然教室のねらい 
  イ 船中泊を伴う自然教室の活動の流れ 
 
 ⑶ 修学旅行（３年）での実践（平成１４年度） 
  ア 修学旅行のねらい 
  イ 修学旅行の活動の流れ 
 
 ⑷ 平成１５，１６年度修学旅行での取り組み 
  ア 注目を浴びた体験活動（平成１５年度） 
  イ タクシー班別行動の導入（平成１６年度） 
 
 
３ 実践の成果 

 
 
４ 今後の課題 
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１ はじめに 

  本校は，県下一の大規模校であり，私が学年主任として３年間担当したこの学年は９クラスで約３

５０人を数える生徒を擁していた。それだけに生徒指導上の問題も学年にとって大きな問題であった。

そこで，次のような考えのもとに生徒指導上の問題に対応し，学年経営を進めていくことにした。 
 

・非行や問題行動をなくすためには，個人の意識の高揚が必要 
 

・個人は，所属する集団の質に大きく影響される 
 

・個人を高める上で前提となるもの ＝ 集団の質，モラル 
 

・集団としての質，集団としてのモラルをいかに高めるか 
 
     集 団 づ く り 

 
  修学旅行などの旅行・集団宿泊的行事は，集団やリーダーを鍛え，高めるための格好の場である。 
 
また，新教育課程に導入された総合的な学習の時間は，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，

主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育てること，また，学び方やものの考え方を

身に付け，問題の解決や探求活動を主体的，創造的に取り組む態度を育てることにねらいがある。 
 
本研究は，「集団づくりの場」「総合的な学習の時間の場」としての修学旅行を達成させるために，

中学１年から旅行・集団宿泊的行事で取り組んできた実践をまとめたものである。 
 
２ 研究の実践 

⑴ 東京ディズニーランド校外学習（１年）での実践（平成１２年４月～６月） 
    本校では，１年時の５月に校外学習を実施している。中学校入学後，最初の旅行・集団宿泊的

行事であり，２年時，３年時の活動につながる基になる活動としてとらえた。 
 

ア 東京ディズニーランドを活動場所とした理由 
 

         
① 班活動で１日の生活をする上で，格好の場所である。 
② 生徒たちにとって魅力的な場所である。 
③ 事前の活動として，班別行動計画の作成・総合的な学習の時間の課題の設定 
  当日の活動として，班別行動・総合的な学習の時間の課題解決にむけての現地 
  での調査活動 
  事後の活動として，総合的な学習の時間の課題をまとめるための班新聞発行 
                       生活班を単位にした種々の活動が展開できる。 
④ 今後の船中泊を伴う自然教室（２年），修学旅行（３年）における班活動の訓練の場 
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  イ 東京ディズニーランド校外学習のねらい 
 
① 学校生活での生活班をグループ活動の単位にすることにより，班長としてのリーダー 
 性を育てるとともに，班の中で互いに協力し合う心を育てる。 
② １日の生活を班で活動することを通して，生徒が自分たちの生活を管理できる力を育 
てるとともに，生徒一人一人の集団への所属感を高める。 
③ 校外学習における学習課題を設定し，総合的な学習の時間の場とする。 

 
 
 
 

 
 
 
ウ 東京ディズニーランド校外学習の活動の流れ 

学級の活動・学年生徒会の活動 
・校外学習のきまりづくり 
  学年生徒会で原案づくり→学級で修正

案→学年生徒会で最終決定 
・スローガン作成 
  学年生徒会→学級→学年生徒会 
・しおり表紙イラスト募集キャンペーン 

         班の活動・個人の活動 
・校外学習の課題づくり 
  ディズニーランドで調べること

を班や個人の学習課題として設定

する。 
・班新聞（調べたことをまとめるもの）

の作成計画を立てる。 
・係，役割分担を決める 
いつ，誰が，何をやるのか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校外学習当日 

・校外学習のきまりを守り，自分たちで決めたことを自分たちで守り通す。 
・班の活動計画に基づき，一人一人が各自の役割分担を実行する。 
・学習課題を解決するための活動（班新聞作成のための取材活動等をする。） 
・１日の生活を共にすることを通して，お互いを理解し合い，親睦を深める。 

 
 
 
 
 
 
 
 

事後の活動 

・班新聞の作成 
ディズニーランドで調べてきたことを，新聞形式にまとめる。 

  各自の分担箇所の記事をまとめる。全体のレイアウトを考え，記事を配置する。 
・完成した班新聞は，各教室前の廊下に掲示し，それぞれの学級の取り組みが見られる

ようにする。 
・班新聞コンクールの実施 
  取材内容，紙面構成など総合して，優秀な班新聞を表彰する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここでの流れが，２年生時の船中泊を伴う自然教室，３年生時の修学旅行での基本的な流れ

となった。 
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生徒の事後の感想文から 

 

今回，私はアトラクションではなく，学

習面の方に印象が残った。いつもなら，ア

トラクションが楽しかったとか，パレード

を見て良かったとしか思わないけれど，今

回は違った。たぶん，それは迷子センター

の人の優しさや，笑顔で私たちの質問に答

えてくれたお兄さんがいたからだろうと

私は思った。 

５月１２日，私は，班で決めたサービス

施設のことを調べるため，迷子センターへ

向かった。中に入ると優しそうなお姉さん

やお兄さんがいた。質問に答えてくれませ

んかと言うと，優しい笑顔でいいですよと

言ってくれた。そして，どの質問にも笑顔

で答えてくれた。 

私は，こんなところが印象に残ったのだ

ろう。私は将来，獣医になりたいと考えて

いますが，このお兄さんのように優しくお

客さんに接していきたいと思った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学年最優秀賞を受賞した班新聞 
 
 

⑵ 船中泊を伴う自然教室（２年）での実践（平成１３年４月～７月） 

水戸市では，６月に中学校２年生を対象に船中泊を伴う自然教室（以下船中泊）を北海道で実施

している。北海道の自然や文化，船での生活等，生徒たちにとって好奇心を沸き立たせるに十分な

素材があり，総合的な学習の時間を進める場として大変適している。また，４泊５日にわたり，学

級の仲間と寝食を共にすることを通して，集団への所属感を深めたり，リーダーとしての資質を高

めたりすることができた。 
 

ア 船中泊を伴う自然教室のねらい 
 

 
 
 
 
 

① 北海道の雄大な自然にふれ，自然の豊かさや美しさに感動する。 

② 班活動を通して，班長のリーダーとしての意識を高めるとともに，互いに協力する心を育

てる。 

③ 集団生活を通して，生徒同士や生徒と教師の相互理解を深めるとともに，学級集団として

のまとまりを深める。 

④ 総合的な学習の時間を通して，課題解決や探求活動に主体的，創造的に取り組む態度を育

てる。 
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   右の資料は，船中泊に向けて班編成に 
ついての学年通信である。１年の校外学 
習と同様に学校生活の生活班を体験活 
動，総合的な学習の時間の活動の単位と 
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

イ 船中泊を伴う自然教室の活動の流れ 

(ア) 班・個人の学習課題の設定 

 これらの課題は，右の写真のように掲 
示し，自分のクラスだけでなく，他のク 
ラスの班や友達がどのような課題で船 
中泊にのぞむのかが分かるようにした。 

 
 
(イ) 事前調べ学習の実施 

ア）自然理解のために 

        ・北海道の自然についての事前調査 
         の徹底 

→『北海道ってどんなところ？』 
      イ）総合的な学習の時間のために 

        ①体験活動についての事前調査～何が体験できるのか 
        ②体験することについての事前調査（事前の調べ学習） 

         例）バターづくり～バターについての調べ学習（バターの作り方，バターの歴史な 
ど） 

        ③札幌市内班活動～札幌市内の事前調査（見学ポイントの選定など） 
        ④北海道についての事前調査～地理的側面，歴史的側面等 
        ⑤船についての調べ学習～海上輸送の歴史，乗船する船について等 
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(ウ) 現地での活動 

   ・体験活動，現地での見学・調査活動 
   ・班長会議，班ミーティング 
   ・学級訓，学級旗発表会の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学級訓・学級旗発表会 ジャムづくり体験  
(エ) 事後の班新聞，船中泊報告文集の作成 

       事後の活動としては，校外学習と同様に総合的な学習の時間の課題として調べたことや 

      体験したことを班新聞にまとめた。最後に船中泊報告文集を作成した。これはクラスごと 

      の編集をせず，体験のジャンル別、活動別等に分けて編集し，後輩が船中泊の計画を立て 

      る上で検索しやすいようにデータベース化して，活用できるようにした。 

 

 

 ⑶ 修学旅行（３年）での実践（平成１４年４月～６月） 

    修学旅行のしおりの序文として次の文章を載せた。 

プロジェクト『修学旅行』 

第３学年主任 一色 三千男

 １年の東京ディズニーランド校外学習，２年の船中泊，この学年は，それぞれ，これまでの

水戸四中にない取り組みをしました。その一つは，普段の生活班を活動班としたことでした。

それは，行事を通して，学級や班の仲間との絆を深め，自分は，この学級・班の一員であると

いう所属感を深めることでした。二つ目として，総合的な学習の取り組みがありました。課題

づくり，現地での調べ学習，事後の班新聞づくりの流れをこの２年間で確立しました。 

 このように，この修学旅行は２年前の校外学習を計画した時点ですでに始まっていたのです。

二年越しの大きなプロジェクトだったのです。だからこそ，このプロジェクトを完成させる修

学旅行を何としても成功させたいという思いでいます。 

 修学旅行そのものの準備は，３年に進級してからの短期間のものでしたが，みなさんには，

これまでの体験や学習があります。きっと，このプロジェクトを成功させてくれるものと確信

しています。さあ，修学旅行です。楽しい思い出とともに，仲間づくり，学習面の充実を図れ

る修学旅行を実現しましょう！ 
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    しおりの序文にもあるように，修学旅行はこれまで１年の校外学習，２年の船中泊で取り組ん

できた旅行・集団宿泊的行事の実践の集大成としてとらえた。 

 

  ア 修学旅行のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

○ わが国の歴史・文化のふるさとである京都・奈良を訪ね，先人の築いた文化遺産のすばら

しさや自然の美しさに触れ，文化遺産や自然を大切にしようとする心を養う。 

○ クラスや班ごとに計画を立て，古都の名所旧跡を訪ねることを通して，自主性や協調性を

養う。 

○ 生徒と生徒，先生と生徒が寝食を共にすることにより，好ましい人間関係づくりをし，ま

た，団体活動を通して，健康と安全に留意した望ましい集団生活の仕方を身に付ける。 
 

 

  イ 修学旅行の活動の流れ 

    学校生活における生活班を活動の単位とすることは，すっかり定着し，４月の３年進級早々に 

   班編成に取り組んだ。この生活班を中心に，修学旅行の具体的な計画づくりが進められた。 

  活動の流れはしおりの序文にもあるように，校外学習，船中泊の取り組みを通して，この２年 

 間で確立したものである。 

 

(ア) 修学旅行における総合的な学習の時間の課題づくり及び事前学習 

    修学旅行の場となる京都，奈良は，１２００年以上もの歴史を有し，歴史的にも，文化的に 
   も日本を代表する都市であり，総合的な学習の時間の課題となる素材が豊富にある。課題とし 
   ては，次のようなものを生徒たちは設定した。また，校内でインターネット閲覧が可能になり， 
   インターネットを通して事前学習の資料を入手する姿も見られるようになった。 
 

・京都，奈良の伝統文化について 
 
・京都の産業について 
 
・京都，奈良の歴史について 
 
・京菓子等に見られる食文化について 
 
・神社仏閣建築の特色について 
 
・仏像等の仏教美術について 等々 
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(イ) 現地の調査活動，体験活動 

   第１日 京都学級別行動 

       京都との出会い＜京都の伝統文化・産業の理解＞ 

学級単位の見学・体験活動 

修学旅行初日は，昼頃に京都に到着する日程であり，余裕のある日程を組むために

京都市内に限定した学級単位の体験学習を実施した。下の写真にもある京扇子絵付け

体験，清水焼絵付け体験のほか，友禅染体験などの体験学習ができた。 

 

金閣寺にて 京扇子絵付け体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水焼絵付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    第２日 京都，奈良班別行動 

        現地での班単位の調査活動，体験活動 

班別行動では，活動の範囲を広げ，班の計画に 

        よっては，奈良へ行く班もあった。 

 体験活動の中には，京都ならではのものとして， 

舞妓体験をした生徒 

右の写真のような舞妓体験をした生徒もいた。 

  

    第３日 京都学級別行動 

 学級単位の見学・体験活動 

         昼までの短い時間ではあったが，抹茶体験を実

施した学級もあり，京都での最後のひとときを過

ごした。 
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 (ウ) 事後の班新聞づくり，発表会，班新聞コンクールの実施 

   事後の活動として定着した班新聞づくりに取り組んだ。班新聞づくりも３年目になり，それぞ

れの班が課題に基づいて，工夫ある紙

面構成をし，見やすい紙面づくり，目

を引く紙面づくりなど工夫していた。

できあがった班新聞は学級で発表会を

し，学級で優秀班新聞を決定した後，

廊下に掲示した。その後，学年の担任

外の教師で学年優秀賞，最優秀賞の選

考を行い，学年集会の場で表彰を行っ

た。 

   班新聞の取り組みは，他の学年にも

広がり，行事終了後，班新聞づくりに

取り組む姿が１年や２年でも見られる

ようになった。                     廊下に掲示された修学旅行班新聞 

 

 

 

  ■学年優秀賞を受賞した修学旅行班新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舞妓を学習課題とした班新聞                          京都の神社を学習課題とした班新聞 
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修学旅行についての学年通信 

 

 ⑷ 平成１５，１６年度修学旅行での取り組み 

  ア 注目を浴びた体験活動（平成１５年度） 

    修学旅行最終日に着物の着付け体験をしたクラスがあり，さらにその着物を着たまま，最終日 

   を過ごし，家に着物姿で 

   帰るという体験をした。 

   マスコミの注目を浴び， 

   後日，京都新聞にその記 

   事が掲載された。右はそ 

   の新聞記事である。 
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  イ タクシー班別行動の導入（平成１６年度） 

    タクシーによる班別行動は，目新しいもの 

   ではないが，水戸市では，市内での申し合わ 

   せにより，これまでは，利用されていなかっ 

   たが，平成１６年度初めて導入された。時間 

   のロスが少なく，多くの見学地を回れ，班単 

   位の体験活動もできるなどの利点から本校で 

   も導入に踏み切った。当日は９クラスで７２ 

   台のタクシーが次々にホテル玄関前に横付け 

   され，生徒たちを乗せて行った。 

総合的な学習の時間の 

定する 
個人・班の 
学習課題を設

学習課題についての 
事前調べ学習に取り組

む 

現地で 
，体験学習に調査活動

取り組む 

調査活動や体験学習を

したことを班新聞にま

とめる 

 
新聞発表会の実施 班

新たな課題からの 

 

習の時間の取り組みについての流れができた。 

，３年の修学旅行とその流れを踏ま  

                                タクシーで出発 

３ 実践の成果

 ⑴ 総合的な学

   基本的な流れは１年の校外学習でできあがり，２年の船中泊

  え，生徒たちはそれぞれの活動に意欲的に取り組むことができた。 

 総合的な学習の時間の流れ 

発展学習へ 

 

  総合的な学習の時間では，この流れで取り組むことにより，旅行・集団宿泊的行事を総合的な学 

⑵ 普段の学校生活での生活班を活動班にすることで集団の質の向上が図れた。 

単位にすることで， 

⑶ 実行委員会を組織することで，生徒たちの 

学級委員の組織 

 

                             学年生徒会での話し合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

  習の時間として有効に活用することができた。 

 

 

   行事のためのグループを作るのではなく，普段の学校生活での生活班を活動の

  各活動を通し，リーダーである班長を育て，班の集団としての質の向上が図れた。 

 

 

  自治的な力の向上が図れた。 

  各学級のリーダーの核である

 である学年生徒会を中心に行事に対する実行委 

 員会を組織し，持ち物や服装についてのきまり， 

 その他生活上のきまりをつくったり，現地での 

 班長会議の運営に当たったりした。これらの活 

 動を通して，生徒の自治的な力の向上を図るこ 

 とができた。 
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４ 今後の課題 

 ⑴ 話し合いの時間の確保，話し合いの質の向上 

ものである。学級内，班内のことについて，み 

⑵ 総合的な学習の時間の充実のための旅行・集団宿泊的行事の在り方 
る事前学習をより充実させ 

⑶ 班別行動における交通手段のあり方 
として地下鉄，バスの１日乗車券を利用した。バスや地下

   集団づくりにおいて，「話し合い」は土台となる

  んなで話し合いをし，決定しなければならない。「話し合い」は，生徒たちに「自分の意志で決め 
  る」「自分たち相互の力で解決する」という力をつくり出す上で大切である。学校生活の多忙さの 
  中で，いかに「話し合い」の時間を確保するかが大きな課題である。 旅行・集団宿泊的行事にお 
  ける取り組みでも，話し合いを通して，いろいろな計画が立てられたり，集団生活におけるルール 
  づくりがなされたりする。その意味で，話し合いの質を高めることも必要である。集団の質の向上 
  や問題解決に向けて，建設的な意見交換ができる訓練は，行事だけにとどまらず，普段の学校生活 
  における話し合い活動にかかっていることを意識しながら指導に当たっていく必要がある。 
 
 

   総合的な学習の時間の充実のためには，旅行・集団宿泊的行事におけ

  る必要がある。これから行く場所が，どのような場所で，どのようなものがあるのかなど，事前に 
  十分に調べておくことで現地での活動がより充実する。そのためには，種々の情報収集の方法や手 
  段を生徒たちに知らせる必要がある。 
 
 

 平成１５年度までは京都での交通手段

鉄の運行表をもとに計画し，現地でも移動の際にバスの路線番号やバス停を確認し，班員同士で話

し合い，判断しながら１日の班別行動をすることになる。これは，集団づくりや総合的な学習の時

間の観点から考えると，意味のあることである。しかし，タクシーによる班別行動では，効率よく

見学でき，より多様な体験活動も組むことも可能になる。修学旅行において，何に重きを置くかに

より交通手段の選択が決まってくるが，『単に便利で安全だから』という理由だけでタクシーを利

用するという選択ではなく，修学旅行において何をねらいとするのかを明確にして交通手段を選択

する必要がある。 

 － 46 －


